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　～今月の目標～
　今年は猛暑続きの夏。朝晩の気温差がありますが、まだまだ 　　食器の使い方
残暑の厳しい日がありそうです。 　　マナーを身に
　夏の疲れが出てくるこの時期、まずはゆっくり休むことが大  　　つけよう。
切です。早めに就寝して疲れをとり、朝ごはんをしっかり食べ
て、元気に遊べるといいですね。

　

 スプーンとおはし

スプーン⇒おはし

箸を上手に使うのは、む
ずかしいものです。始め
は持ってみるだけで十分
でしょう。あせらずゆっ
くり進めます。

箸にチャレンジ中でも、
その日の子どもの様子や
食べ物の種類・大きさな
どによって、うまく使え
ず、イライラしているよ
うでしたら、スプーンや
フォークをすすめてみま
す。楽しく食べることが
大切です。

～おはしの言い伝え～
　おはしは昔から、「神様が降りてくる神
聖な通り道」とされています。ですか
ら、「亡くなった人の御前に供えるごは
んには、はしを立てる」のです。おはし
は大切な料理を食べる道具です。きちん
と扱いたいものですね。

①手づかみは「食べる」という動作の第一歩です。
　手づかみをたくさん繰り返し、「食べものを口へ
　運ぶ」という動作が上手になります。     

②はじめの頃はスプーンを握るだけなので、この
　持ち方が多く、しばらくはこの持ち方で食べて
　います。     

③スプーンにも慣れ、上手になってきて言葉の意
　味もわかるようになってきたら「こう持ってみ
　ようね」と声をかけて、ときどき(図③)の持ち
　方に変えてみます。 
　＊この頃に無理に箸を持たせると握り箸のまま
　になってしまいがちです。     

④ ③の持ち方に慣れてきて、ふだんの遊びでも３
　本の指でものをつまめるようになってきたら、
　④の持ち方をうながしてみます。     

　また、大人の箸に興味を持つようでしたらスプー
　ンと一緒に箸も置いてみます。     

⑤箸をときどき持たせてみます。お気に入りの絵が
　ついたものや、色つきのものを用意して、興味を
　引かせるのも良い方法です。     

手づかみする   

↓   

スプーンが上からにぎれる   

↓   

　　美しい箸づかいは、料理が食べやすいだけで
なく、ほかの人にもよい印象を与えます。逆に箸
が上手に使えないと、食べ物をこぼしてしまった
り、他人に不快な印象を与えてしまいます。です
ので幼児期に、お箸や食事のマナーを身につけた
いですね。       

　マナーのお手本は、まずは身近な大人です。保
護者や周りの大人が正しい食べ方をしていれば、
子どもは自然にそれをまねしてくれます。みんな
がそろて楽しく食べながら、自然に食事のマナー
が身につくとにいいですね。       

マナーのお手本は…



　

　

　日本では旧暦の8月15日の夜(新暦の9月
中旬～10月上旬)を十五夜と呼び、月見だん
ごやススキやサトイモなどお供えしてお月見
をする習慣があります。このころの月を「仲
秋の名月」と呼んで、昔から日本人は一番き
れいな月として眺めてきました。
　保育園では18日にお月見会とはな組・つ
き組さんで調理保育を行います。調理保育で
は、かぼちゃ入りの白玉団子を作り、給食の
時間に食べる予定です。
　どんなお月見だんごができるか楽しみです
ね♪

　先月は、ゴーヤ、トマト、ミニトマト、
きゅうりが次々に収穫できました。
　特に、はな組さんが育てていたゴーヤが
たくさん収穫できたので、ゴーヤチップス
にして、他のクラスにもおすそ分けをしま
した。どのクラスでも「にがーい」と言い
ながら試食しました。
　ゴーヤチップスの作り方は簡単！薄切り
にしたゴーヤに片栗粉を薄くまぶし、油で
カラリと揚げて塩を少々をふるだけ。おや
つやおつまみに、ぜひご家庭でも作ってみ
てください！

☆菜園活動☆☆お月見☆

　苦手な野菜をが
んばって食べてい
る姿がとてもかっ
こいいです！

給食の様子

ひよこ組
「おいしい？」と聞
くと「おいち！」と
言ってニコッと笑って
くれます♪

　おいしいメニューがあ
ると「また作ってね！」
とリクエストしてくれま
す☆

うさぎ組

ことり組

　みんなでお話しながら楽しそう
に食べています♪

はな組・つき組


